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1 はじめに

個人行動支援のために予定を管理し、記憶の想起や行

動の示唆をするシステムは様々な研究例や実用例が存在

する [5, 3]。しかし、個人の行動履歴のような過去の行
動データを記録・管理して行動支援をするシステムにつ

いては未だ十分な研究がなされていない。

日常生活において、多くの物事は過去に行った行動の

繰り返しである。それらの行動に対して、その都度新た

に予定を立てるのは無駄な作業といえる。ここで、過去

の行動を記録・管理し、統計的に整理し見直すことがで

きれば、次に同様の計画を立てる際に前回までの反省を

生かし、同様な行動に対する計画を効率的でよりよい

ものにすることができる。例えば、図書館で本を借りる

際、前回は一度に何冊の本を借りて、その量はちょうど

よかったのかそれとも借りすぎだったのか、などの情報

をシステムが提示し、行動の示唆をしてくれればありが

たい。

本研究では、行動データの再利用による個人行動の

支援を目的とし、個人のおかれた状況を認識・記録し、

予定の評価・修正を行うシステム AcTrecを提案する。
AcTrecは大きく分けて (1)個人状況の認識・記録、(2)
行動履歴の検索、(3)予定との連携、の 3つの要素で構
成される。

2 個人状況の認識・記録

日常生活の行動認識に関する研究はいくつか行われ

ている [6]が、それらは実空間に様々なセンサを設置し、
そこから得られる情報を集めることで行動認識を行う。

しかし、実際に個人行動の認識を行う際に環境に埋め込

まれたセンサのみを用いるシステムは適用できる範囲

が限定され現実的ではない。

本研究で提案するAcTrecにおいて、動作内容、場所、
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時間といった文脈情報は個人用にカスタマイズされた

携帯情報端末により取得される。現段階では動作開始時

に大まかに分類された動作項目の中から行動を選択し、

動作終了時に場所や動作の詳細を記入することで文脈

情報を取得している。将来的には、場所・時間・行動の

関連性から個人の状況を推測し、半自動的に文脈情報

を取得することを目指す。また、情報取得の手段として

GPSの利用 [4]も検討している。

携帯端末において取得された文脈情報は、任意のタイ

ミングでサーバに送られデータベースに蓄積される。そ

の際、文脈情報は以後の操作の利便性を考慮して、XML
データ化される。蓄積されたデータは、予定の評価・修

正に利用される。携帯端末とサーバは無線 LANを用い
てデータの送受信が行われる。

3 行動履歴の検索

本システムでは、Webブラウザから、データベース
に蓄積された個人の行動履歴を検索することができる。

検索システムはサーブレット＋リレーショナルデータ

ベース (RDB) ＋ XML データベース (XMLDB) によ
り構成される。RDBには PostgreSQL、XMLDBには
Xindice[1]を使用する。本システムでは、XMLDB検索
の前段階としてRDB検索を行っている。XMLDBに比
べて検索速度の速い RDBによりデータ全体を検索し、
必要なレコードを取得し、XMLDBからピンポイント
でデータを取得することにより、検索速度の向上を図っ

ている。検索の大まかな流れは以下のようである。

1. Webブラウザから検索項目や検索対象とする期間
を入力

2. 検索項目を受け取ったサーブレットはRDBを検索
し、該当するレコードを取得

3. サーブレットは取得したRDBのレコードに対応す
る XMLデータを XMLDBから取得

4. スタイルシートによりHTMLに変換し、行動一覧
として検索結果をブラウザに表示
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行動一覧の表示と同時に、検索において指定された期

間の、一日の平均的行動パターンや、指定された期間内

での検索項目の時間分布といった統計データも表示す

る。統計データは、検索結果から行動の種類と時間帯を

抽出して処理することにより得られる。本システムで

は、24時間を 1分間隔で区切り、毎分ごとに行動種類
別の出現頻度を比較し、各時間帯でもっとも出現頻度が

高い行動をその時間帯における平均的な行動パターン

とした（図 1）。グラフは行動別に色分けされ、頻度が
高いものがより濃く表示される。それにより、指定した

期間における平均行動パターンを視覚的に認識するこ

とができる。同様に、期間内の検索項目の時間分布もグ

ラフ化され表示される。これらの処理およびその結果は

予定との連携の際にも利用される。
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図 1: (a)月～金の平均行動パターン、(b)土・日の平均
行動パターン

4 予定との連携

個人状況の認識・記録により集められた文脈情報に対

して統計処理を行うことにより、過去の行動に沿った最

適な計画の生成や予定の評価・修正などが可能となる

[2]。本システムでは、以下の流れに沿って予定の生成
と修正を行う。

1. ユーザが生成する予定の種類を選択

2. システムは過去の行動データを統計処理して得ら
れる平均行動パターン、期間内の検索項目の時間

分布、および最近行われた、予定の種類と同様の

行動記録を表示

3. ユーザは提示された統計データに基づき予定を入力

4. システムは入力されたデータを予定蓄積用のデー
タベースに保存、ユーザは携帯端末に予定をダウ

ンロード

5. 予定と実際の行動にずれが生じた場合、システム
は訂正案を提示

6. ユーザは提示されたデータを参考に予定を修正

予定の生成・修正はWebブラウザから行う。予定蓄積
用のデータベースには、行動履歴の場合と同様にXML
データベースである Xindiceを用いる。
予定の入力の際に表示される統計データは、検索シス

テムに用いる処理と同様の処理を行うことで得られる。

それらのデータを表示することで、ユーザはその予定に

関して、どの時間帯にどの程度の時間を割り当ててやれ

ばよいのか検討することが可能となる。

予定の時間を過ぎても入力した予定が実行されてい

ない場合、システムはユーザに予定の修正を促す。予定

の行動と実際の行動が異なっているかどうかの判断は、

携帯端末において、取得した行動記録と予定データの時

間を比較することで自動的に行われ、記録される。そし

て、入力された予定データの携帯端末へのダウンロード

を行う際、同時に、予定と実際の行動の差分を記録した

データが携帯端末からサーバへと渡される。予定の修正

の手順は、予定の生成とほぼ同様である。

5 まとめ

行動データの再利用による個人行動の支援を目的と

し、個人のおかれた状況を認識・記録し、予定の評価・

修正を行うシステムAcTrecを提案した。今後、予定の
評価・修正について実装を進め、有効性を検討する予定

である。行動の認識・記録に関しては、現時点では手動

による情報の取得が主であるが、できる限り自動で文脈

情報を取得することを目指している。また、現在は一個

人で閉じたシステムであるが、複数のユーザがこのシス

テムを利用し情報を共有しあうことで情報の補完が可

能となり、行動支援システムとしてより有益なものとな

りうる。ただし、個人情報の共有はプライバシーの問題

も関わってくるため、十分な検討が必要となる。
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